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社説 iki shinpou

「
美
し
い
」
島
づ
く
り

◎
寄
付

◎
忌
明
寄
付

□
訂
正

◎
工
事
入
札

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

◎
雑
巾
贈

▽
郷
ノ
浦
町
本
村
触
、
松
本
麻

衣
子
さ
ん
は
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
と
市
社
協
郷
ノ
浦
事
業
所

と
大
里
公
民
館
へ

　
島
の
春
を
淡
い
色
合

い
で
彩
る
サ
ク
ラ
の
花

か
ら
、
初
夏
へ
と
向
か

う
島
の
季
節
を
映
す
よ

う
に
フ
ジ
の
花
が
咲
き

始
め
、
山
で
は
緑
が
萌

え
始
め
た
昔
な
が
ら
の

照
葉
樹
林
、
野
で
は
ス

ミ
レ
、
ナ
ノ
ハ
ナ
、
名

も
知
れ
な
い
小
さ
な
花

が
力
い
っ
ぱ
い
競
う
か

の
よ
う
に
鮮
や
か
に
咲

い
て
い
る
。
風
物
詩
で

も
あ
る
春
の
市
が
週
末

ご
と
に
開
か
れ
、
石
田

市
（
29
日
）、
郷
ノ
浦
八

日
市
（
５
月
13
日
）
を

残
す
ば
か
り
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
春
先
か
ら
例
年
に
な

い
よ
う
な
天
候
が
続
い
て
い
た

が
、
気
づ
い
て
み
る
と
季
節
は

何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
そ
の

サ
イ
ク
ル
を
刻
ん
で
い
る
よ

う
。
郷
ノ
浦
町
、
半
城
湾
奥
の

畑
を
利
用
し
て
季
節
の
花
を
咲

か
せ
、
往
来
の
市
民
ら
の
心
を

ホ
ッ
と
一
息
、
和
ま
せ
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
で
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
見
事
に
咲
き
、
島
の
彩
が
ま

だ
薄
い
頃
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に

植
え
ら
れ
た
草
木
な
ど
と
あ
た

り
の
風
情
の
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
季
節
を
よ
り
一

層
引
き
立
て
て
い
る
よ
う
で
、

何
と
も
素
晴
ら
し
い
。

　
最
近
は
、
道
路
脇
の
わ
ず
か

な
ス
ペ
ー
ス
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
カ

ラ
フ
ル
な
花
が
植
え
ら
れ
て
い

る
の
を
、
以
前
に
も
ま
し
て
見

か
け
る
よ
う
に
思
う
。
以
前
か

ら
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
ス
ペ
ー

ス
に
植
え
ら
れ
た
花
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
市
民
ら
の
目
を
楽
し

ま
せ
心
を
和
ま
せ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
明
る
い
美
し
さ
が
、

島
の
多
様
な
環
境
の
美
化
に
大

い
に
役
だ
ち
、
島
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
今
年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
目
前
に
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
関

西
、
近
畿
方
面
を
中
心
に
小
、

中
、
高
校
の
修
学
旅
行
客
と
し

て
、
今
の
と
こ
ろ
33
校
、
４
，

１
６
７
人
の
来
島
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
壱
岐
の
雄
大
な
自
然
の
体
験

や
日
本
の
国
づ
く
り
に
非
常
に

重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
う

歴
史
な
ど
、
島
の
旅
を
満
喫
す

る
メ
ニ
ュ
ー
が
組
ま
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
第
１

陣
は
来
月
10
日
に
来
島
す
る
京

都
市
立
大
枝
中
学
校
。

　
何
年
か
前
に
来
島
し
た
修
学

旅
行
生
か
ら
、
空
き
缶
が
あ
ち

こ
ち
に
落
ち
て
い
て
残
念
な
思

い
を
し
た
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
、
市
民
の
一
人
と
し
て
、
非

常
に
申
し
訳
な
く
思
っ
た
―
の

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
環

境
美
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
空

き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
か
ら
海

洋
の
環
境
保
全
な
ど
に
も
、
心

理
面
か
ら
も
役
立
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
今
以
上
に
進
め
た
い
も

の
。
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
せ
っ
か
く
の
旅
を
よ
り
楽

し
い
も
の
に
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
島
に
と
っ
て
豊
か
な
自

然
と
ク
リ
ー
ン
な
環
境
の
イ

メ
ー
ジ
は
欠
く
事
の
出
来
な
い

要
素
。

　
美
し
い
島
は
、
誰
よ
り
も
島

民
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
美
し

さ
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
島
づ
く
り
が
、
活

性
化
策
だ
け
で
な
く
、
心
―
人

づ
く
り
に
も
望
ま
れ
て
い
る
。

子どもがいるから教育がある
新入、米寿、喜寿の会員紹介も
市退職校長会・総会、研修会

　
市
退
職
校
長
会
（
髙
田
國
行

会
長
）
の
本
年
度
定
例
総
会
と

研
修
会
が
19
日
、
郷
ノ
浦
町
、

ホ
テ
ル
太
安
閣
で
、
約
50
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
た
。

　
当
日
は
、
記
念
撮
影
に
続
い

て
開
会
行
事
が
あ
り
、
新
入
会

員
・
品
川
哲
範
、
松
嶋
幸
弘
両

氏
の
紹
介
、
今
年
88
歳
・
米
寿

の
品
川
芳
勝
、
浦
川
義
臣
、
平

田
俊
男
の
３
氏
と
77
歳
・
喜
寿

の
植
村
昭
雄
、
山
内
英
敏
、
山

西
實
の
３
氏
の
紹
介
と
祝
い
の

品
の
贈
呈
な
ど
行
わ
れ
た
。

　
総
会
で
は
会
務
・
会
計
・
監

査
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
の

承
認
な
ど
あ
り
、
講
師
に
前
諫

早
図
書
館
長
・
平
田
德
男
氏
を

招
い
た
研
修
が
「
教
育
の
現
状

と
課
題
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た

=

写
真

=

。

　
平
田
氏
は
「
子
ど
も
が
い
る

か
ら
学
校
が
あ
り
、
教
育
委
員

会
が
あ
る
。
子
ど
も
が
い
る
か

ら
教
育
が
あ
る
。
ど
こ
か
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
考
え

た
い
。
『
欲
し
い
』
と
言
わ
な

く
て
も
、
す
で
に
用
意
さ
れ
与

え
ら
れ
て
い
た
り
、
本
気
で
自

分
に
気
を
使
わ
な
く
て
も
よ
い

最
近
の
環
境
は
、
人
を
小
さ
く

固
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
少
子

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
」
「
教
育
の
一
つ
の
課
題
と

し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を

怠
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
、
い
ず
れ
人
の
上
に
立

つ
人
間
に
な
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
の
だ
か
ら
、
人
を
使
う
立

場
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
自
分
の
言
う
こ
と
を
聞
い

て
も
ら
え
る
く
ら
い
、
自
分
を

磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
」
な
ど
と

話
し
た
。

＊
平
田
氏
の
講
演
資
料
の
一
部

を
４
面
に
掲
載
。

俳
句　

島
を
詠
む　

４
月
①

花
守
の
編
集
人
や
髭
面
で　
　
　

目
良
奈
々
月

　

俳
句
作
り
で
大
切
な
こ
と
の
一
つ
は
、
数
多
く
の
季
語
の

中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
で
す
。
髭
面
の
男
性
と
花
守
を
組
み

合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。
電
子
辞
書
は
勿
論
便
利
で
す
が
、
で

き
れ
ば
小
型
の
歳
時
記
と
の
併
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽

八

幡

浦

地

区

特

定

漁

港

整

備
（

２

工

区

）

＝

１
１
１
、
１
６
３
、
５
０
０
円
・

（
株
）
川
上
組

▽
中
央
処
理
区
（
片
原
北
部
）

汚
水
管
布
設
＝
７
、
４
５
５
，

０
０
０
円
・
（
有
）
平
成
建
設

▽
20
日
号
１
面
、
市
長
選
の
記
事

中
、
市
農
協
の
全
組
合
長
の
吉
野

誠
治
氏
と
あ
る
の
は
、
前
組
合
長

の
吉
野
誠
治
氏
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▽
同
２
面
・
珠
算
検
定
試
験
段
位
合
格

者
の
記
事
で
、
暗
算
の
長
岡
望
咲
く
と

あ
る
の
は
、
長
岡
望
咲
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▽
同
３
面
、
壱
岐
国
牛
ま
つ
り
の

記
事
で
、
神
楽
が
回
れ
る
は
、
舞

わ
れ
る
の
誤
り
で
し
た
。

芦
辺
町
、
諸
吉
・
大
石
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
田
河
小
学
校
へ
雑
巾

70
枚
を
送
り
喜
ば
れ
た
。

▽
石
田
町
山
崎
触
、
植
田
栄
穂

（
亡
父
榮
滋
）・
市
社
協
石
田
事

業
所
、
山
崎
公
民
館
へ

▽
石
田
町
湯
岳
興
触
、
植
村
光

司
（
亡
妻
由
香
）
・
市
社
協
石

田
事
業
所
、
昭
和
町
公
民
館
、

湯
岳
興
触
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
仲
触
、
中
田
広
和
（
亡

母
久
代
）
・
市
社
協
勝
本
事
業

所
、
仲
触
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
坂
本
触
、
筿
崎
健
治

（
亡
母
え
つ
子
）・
市
社
協
勝
本

事
業
所
、
川
尻
公
民
館
へ

慶
　
　
弔

（
２
日
～
15
日　

届
け
出
分
）

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
土
谷
宗
治
＝
し
ゅ
う
じ
＝

ち
ゃ
ん
（
敬
治
、
永
田
触
）
▽

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
村
瀬
明
さ
ん
（
83
）
田
中
触

▽
岳
野
ミ
ス
ミ
さ
ん
（
79
）
長

峰
本
村
触
▽
小
濱
福
滿
さ
ん

（
77
）
渡
良
南
触
▽
目
良
勝
利

さ
ん
（
93
）
本
村
触

【
勝
本
町
】

▽
松
本
美
子
さ
ん
（
93
）
立
石

南
触
▽
松
本
良
子
さ
ん
（
92
）

坂
本
触
▽
植
村　

美
さ
ん

（
89
）
大
久
保
触

【
芦
辺
町
】

▽
濱
口
守
さ
ん
（
60
）
瀬
戸
浦

▽
田
口
令
代
（
80
）
深
江
本
村

触
▽
　
井
輝
夫
さ
ん
（
90
）
芦

辺
町
住
吉
東
触

【
石
田
町
】

▽
植
村
由
香
さ
ん
（
28
）
湯
岳

興
触
▽
山
川
幸
さ
ん
（
88
）
石

田
西
触
▽
江
田
不
二
夫
（
96
）

印
通
寺
浦

大
久
保
喜
雄
＝
き
お
＝
ち
ゃ
ん

（
竜
幸
、
本
村
触
）
▽
深
見
翔

＝
し
ょ
う
＝
ち
ゃ
ん
（
良
太
、

東
触
）
▽
久
間
瑛
心
＝
え
い
し

ん
＝
ち
ゃ
ん
（
尚
平
、
本
村
触
）

▽
西
永
葵
生
＝
あ
お
い
=
ち
ゃ

ん
（
真
一
、
片
原
触
）
▽
野
元

天
晴
＝
た
か
は
る
＝
（
洋
二
、

志
原
南
触
）

【
芦
辺
町
】

▽
竹
下
貫
太
＝
か
ん
た
=
ち
ゃ

ん
（
真
司
、
住
吉
後
触
）
▽
川

久
保
颯
祐
＝
そ
う
す
け
＝
ち
ゃ

ん
（
貴
司
、
住
吉
東
触
）
▽
篠

崎
光
希
＝
こ
う
き
＝
ち
ゃ
ん

（
昭
宏
、
住
吉
後
触
）

○
石
田
町

▽
松
永
桜
青
＝
お
う
せ
い
＝

ち
ゃ
ん
（
健
一
、
石
田
西
触
）

▽
豊
増
春
陽
＝
は
る
ひ
＝
ち
ゃ

ん
（
崇
、
池
田
東
触
）
▽
江
口

輝
偉
津
＝
ら
い
じ
ん
＝
（
恵

治
、
筒
木
仲
触
）

G
.
W
期
間
中
の

一
支
国
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

 

（
28
日
～
５
月
６
日
ま
で
）

①
【
特
別
企
画
展
】
　

国
特
別
史
跡
　
弥
生
集
落
　

三
大
遺
跡
展

○
弥
生
時
代
の
国
特
別
史
跡

▽
登
呂
（
静
岡
）
▽
吉
野
ケ

里
（
佐
賀
）
▽
原
の
辻
（
壱

岐
）
の
３
遺
跡
を
象
徴
す
る

出
土
品
を
一
堂
に
公
開
、
特

性
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

▽
会
期
・
20
日
～
６
月
24
日

▽
場
所
・
１
階
テ
ー
マ
展
示

室
▽
観
覧
料
・
一
般
大
人

２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無

料②
【
梅
屋
ト
ク
像
設
置
記
念

特
別
開
催
】

　
梅
屋
ト
ク
展

○
辛
亥
革
命
の
指
導
者
だ
っ

た
孫
文
を
、
盟
約
に
従
い
渉

外
支
援
し
続
け
た
梅
屋
庄
吉

の
妻
ト
ク
は
壱
岐
・
勝
本
町

出
身
。
梅
屋
夫
妻
の
功
績
に

対
し
、
中
国
政
府
か
ら
壱
岐

市
に
寄
贈
さ
れ
た
梅
屋
ト
ク

胸
像
の
設
置
（
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）
記
念
と
し

て
開
催
。

▽
会
期
・
６
日
ま
で
▽
場
所
・

１
階
テ
ー
マ
展
示
室
▽
無
料

③
【
オ
ー
プ
ン
収
蔵
展
示
】

人
の
一
生
展

○
人
が
生
ま
れ
亡
く
な
る
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
、

県
内
各
地
か
ら
の
出
土
品
で

表
現
し
分
類
展
示
。
併
せ
て

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

発
掘
し
た
県
内
遺
跡
の
「
発

掘
速
報
展
」
も
開
催
。

▽
会
期
・
５
月
末
ま
で
▽
１

階
オ
ー
プ
ン
収
蔵
庫
▽
無
料

④
【
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
バ
ー

チ
ャ
ル
体
験
航
海

○
木
造
古
代
船
に
乗
船
し
て

櫂
を
こ
ぎ
、
映
像
、
音
響
、

照
明
で
演
出
さ
れ
た
嵐
や
夕

焼
け
な
ど
の
シ
ー
ン
を
背
景

に
、
実
際
に
公
開
し
て
い
る

よ
う
な
体
験
が
で
き
る
。

▽
日
時
・
28
日
～
５
月
６
日

の
午
後
零
時
15
分
と
４
時
15

分
か
ら
の
2
回
▽
場
所
・
１

階
常
設
展
示
室
の
木
造
古
代

船
▽
対
象
・
未
就
学
児
、
小

中
学
生
（
各
回
先
着
15
人
）

▽
参
加
無
料
（
別
途
、
常
設

展
示
室
観
覧
料
が
必
要
）

⑤
【
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

○
博
物
館
学
芸
員
が
展
示
品

な
ど
分
か
り
や
す
く
解
説
。

▽
日
時
・
５
月
５
日
午
前
10

時
45
分
と
午
後
３
時
半
か
ら

の
２
回
（
各
約
１
時
間
）
▽

対
象
・
小
学
生
～
一
般
▽
参

加
無
料
（
別
途
、
常
設
展
示

室
観
覧
料
が
必
要
）

⑥
【
季
節
イ
ベ
ン
ト
】

人
形
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」

○
「
こ
ど
も
の
日
」
は
、
人

形
劇
で
楽
し
く
過
ご
そ
う
。

▽
日
時
・
５
月
５
日
午
後
２

時
～
▽
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
出
演
・
人
形
劇
団
「
カ
パ

Ｒ
Ｕ
あ
」
（
福
岡
市
）
▽
無

料⑦
【
季
節
イ
ベ
ン
ト
】
い
き

は
く
フ
リ
マ

○
原
の
辻
遺
跡
が
見
渡
せ
る

芝
生
広
場
で
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

▽
日
時
・
５
月
５
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
ま
で
▽
場

所
・
屋
上
展
望
広
場
（
雨
天

の
際
は
３
階
体
験
交
流
室
）

⑧
壱
岐
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
・
定
期
演
奏
会

○
若
さ
溢
れ
る
演
奏
曲
目
と

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
演
出
に
期

待
！

▽
日
時
・
５
月
６
日
午
後
１

時
半
開
演
▽
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
▽
無
料

＊
28
日
～
５
月
６
日
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は

毎
日
会
館
。
開
館
時
間
は
午

前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５

時
半
（
最
終
入
館
・
午
後

５
時
）。
問
い
合
わ
せ
な
ど

詳
し
く
は
一
支
国
博
物
館

（
電
話
０
９
２
０
―
４
５
―

２
７
３
１
）
へ
。

「
消
防
士
と
し
て
で
き
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
消
防
士　

平
田　

頌
尚

第
35
回
県
下
消
防
職
員
意
見
発
表
会

壱
岐
市
消
防
本
部
代
表

　
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
、

私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
多
く
の
も
の
を
失
う

と
同
時
に
今
後
の
我
々
の
課
題

も
多
く
見
つ
か
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
も
消

防
職
員
と
消
防
団
員
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
災
害

に
直
面
す
る
と
、
私
た
ち
常
備

消
防
だ
け
で
全
て
の
人
を
救
う

事
は
当
然
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
と
き
、
消
防
団
と
い
か

に
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
で
消
防
力
は
大
き
く

異
な
っ
て
く
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震

直
後
の
大
津
波
警
報
発
令
か
ら

た
だ
ち
に
住
民
へ
の
広
報
と
避

難
誘
導
を
す
る
な
ど
、
消
防
団

の
活
躍
に
よ
り
、
多
く
の
命
が

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る

地
域
で
は
最
後
の
最
後
ま
で
避

難
誘
導
に
尽
く
し
、
多
く
の
住

民
を
避
難
さ
せ
た
が
、
自
ら
は

津
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
危
険
に

向
か
い
な
が
ら
住
民
の
安
全
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
の
姿
に

み
な
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
す

か
？
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
は
住

民
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
と

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
壱
岐
市
の
消
防
活
動

で
も
火
災
に
な
れ
ば
常
備
消
防

だ
け
で
な
く
多
く
の
消
防
団
員

が
火
災
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

行
方
不
明
者
捜
索
の
依
頼
が
あ

れ
ば
仕
事
を
休
ん
で
で
も
捜
索

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
が
壱
岐
市
の
た
め
に
消

防
団
と
し
て
活
動
な
さ
っ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
問

題
点
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
私

が
消
防
団
の
方
と
お
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
と
き
そ
の
方
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
今
の

消
防
団
は
年
配
の
一
部
の
人
間

し
か
消
火
活
動
の
仕
方
も
わ
か

ら
な
い
。」
と
。
私
は
そ
の
話

を
聞
い
て
あ
っ
と
思
い
ま
し

た
。
私
た
ち
常
備
消
防
は
職
務

中
に
訓
練
を
行
え
ま
す
が
、
消

防
団
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

を
持
ち
、
遅
く
ま
で
仕
事
に
終

わ
れ
る
毎
日
で
す
。
そ
れ
故
に

訓
練
を
す
る
に
し
て
も
限
ら
れ

た
時
間
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
も
し
、
若
い
消
防
団
員
も

消
火
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
ら
も
っ
と
活
動
の
効
率

も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と

私
は
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
昨
年
、
壱
岐
市

で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
の
で
す
。
休
日
を
利
用

し
て
の
新
入
消
防
団
員
研
修
課

程
で
す
。
壱
岐
消
防
署
で
新
入

消
防
団
員
に
対
し
て
、
座
学
、

訓
練
礼
式
、
放
水
訓
練
等
を
指

導
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
員
の

消
防
の
知
識
と
技
術
を
高
め
る

活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
活
動
を
す
る
事
で
消
防
団
員

個
人
の
能
力
を
高
め
、
全
体
の

消
防
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
各
消
防
団
員
が
、
家
族
、

友
人
、
地
域
住
民
に
防
災
の
重

要
性
を
伝
え
る
事
に
よ
っ
て
、

地
域
全
体
が
防
災
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
取
り

組
み
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
消
防
全
体
の
能

力
を
高
め
、
壱
岐
市
民
が
防
災

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
消

防
の
任
務
で
あ
る
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

天

ケ

原

で

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

28
日
、
チ
ー
ム
防
人

　
全
国
の
小
学
生
以
上
を
対
象

に
28
日
午
後
１
時
半
か
ら
２
時

間
程
度
、
勝
本
町
、
天
ケ
原
海

岸
一
帯
の
漂
着
ゴ
ミ
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
「
ボ
ラ
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
ｉ
ｎ
壱
岐
」
が
実

施
さ
れ
る
。
清
掃
後
に
散
策
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
参
加
に
関

し
て
な
ど
詳
し
く
は
「
チ
ー

ム
防
人
」
事
務
局
・
中
山
さ

ん
（
電
話
０
９
２
０
―
４
７
―

１
７
９
８
）
へ
。


